
No.654山 形 県 広 報 誌 

11
令和8年
11月号

2026

特集 1  戦争の記憶継承の取組み
特集 2  やまがた教育パートナーズ
特集 3  県職員の給与の状況

奏であう人
ピックアップ 県政150周年
潜入レポート！

やまがたサンデー5でも県政150周年を記念した番組を放送しています。
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県政を支えた歴史を刻み、

山形県政山形県政山形県政111505050周年周年周年令和8年8月21日令和8年8月21日令和8年8月21日

県政を支えた歴史を刻み、
郷土の飛翔を見守り続ける

写真は、大正５年に完成した２代
目の県庁舎。国の重要文化財に
指定され、山形の歴史と文化を
今に伝えています。

YouTubeからご覧ください。 
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裁判所って、どんなところなの？

裁判官が裁判中
ちゅう
に着

き
る特
とく
別
べつ
な服

ふく
は、

「法
ほう
服
ふく
」と言

い
います。黒色は、何

なに
色に

も染
そ
まらず、公正な判断を下

くだ
す象

しょう
徴
ちょう
と

されています。

山形地方裁判所裁判官

馬
ば
場
ば
義
よし
博
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さん

社
しゃ
会
かい
の中
なか
で起

お
きる権

けん
利
り
や義

ぎ
務
む
についての

争
あらそ
いごとを、公

こう
平
へい
に解
かい
決
けつ
しています。
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用用
ようよう

の席もの席も 裁判官の仕仕
しし

事事
ごとごと

部部
べべ

屋屋
やや

みんなで話し合う「みんなで話し合う「評評
ひょうひょう

議議
ぎぎ

室室
しつしつ

」」

重大な重大な刑刑
けいけい

事事
じじ

事件を扱う裁判員裁判では、裁判官の事件を扱う裁判員裁判では、裁判官の両両
りょうりょう

側側
がわがわ

に一般に一般
のの人人
ひとひと

から選ばれた裁判員がから選ばれた裁判員が座座
すわすわ

り、一緒にり、一緒に審審
しんしん

理理
りり

をを行行
おこなおこな

いますいます

裁判の様
よう
子
す
を見

み
るための傍聴席です。

その一
いっ
角
かく
には、新

しん
聞
ぶん
やテレビなどの記

者が座る席があり、メモをとるときに使
つか

える引
ひ
き出

だ
し式
しき
の机

つくえ
がついています。

裁判がない時
とき
には、証拠書

しょ
類
るい
などを読

よ

んだり裁判をどう進
すす
めるか、判決をど

うするかなどについて考えたりしてい
ます。

裁判員裁判では、裁判官と裁判員がこ
の部

へ
屋
や
に集
あつ
まり、有

ゆう
罪
ざい
か無

む
罪か、有罪

の時はどのような刑
けい
を科

か
すかなどを話

し合います。

私
わたし
たちが暮

く
らす社会には、みんなが安

あん
心
しん
して生

せい
活
かつ
するた

めのさまざまなルールがあります。それでも、お金
かね
の貸

か
し

借
か
りなどで意

い
見
けん
が合

あ
わなかったり、犯

はん
罪
ざい

が起きてしまうことがあります。こうした
争いごとや事

じ
件
けん
を、証

しょう
拠
こ
をもとに法

ほう
律
りつ
に

したがって公平に解決するのが裁判所で
す。裁判官

かん
は、それぞれの話

はなし
を聞

き
き、提

てい
出
しゅつ

された証拠を確
たし
かめながら、何

なに
が事

じ
実
じつ
な

のかを明
あき
らかにして、法律に照

て
らし判

はん
断
だん
し

ます。また、重
じゅう
大
だい
な犯罪を扱

あつか
う裁判では、

一
いっ
般
ぱん
の市

し
民
みん
から選

えら
ばれた「裁判員

いん
」が、裁判官と一

いっ
緒
しょ
に

証拠を確
かく
認
にん
したり、話し合いをして判

はん
決
けつ
にかかわること

もあります。事件によって状
じょう
況
きょう
や証拠が違

ちが
うため、さまざ

まな意
い
見
けん
に耳
みみ
を傾

かたむ
けながら、慎

しん
重
ちょう
に考

かんが
えることが大

たい
切
せつ
で

す。みんなが安心して暮らせる社会を守
まも
るため、公平な

立
たち
場
ば
から争いごとの解決に向

む
き合う。それが裁判所の大

切な役
やく
割
わり
なのです。
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しゃしゃ

は４は４代代
だいだい

目目
めめ

ですです

いろいろな人の話を聞き、自
じ
分
ぶん
で考えることはとても大切

です。18歳
さい
以
い
上
じょう
になると、「裁判員」として裁判に参

さん
加
か
す

ることがありますが、裁判でさまざまな意見を出
だ
し合って

話し合うことは、皆
みな
さんにとっても貴

き
重
ちょう
な経
けい
験
けん
になると思います。興

きょう
味
み
を持

も
ったら、

ぜひ裁判所の見
けん
学
がく
や裁判の傍聴に来

き
てみてください。




